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新技術の概要
介助操作者を必要とする電動車椅子において、操作者が車体後方および側方か
ら車椅子を操作できるようにすることで、搭乗者と操作者のより密接なコミュ
ニケーションを可能とする車椅子電動化装置を提供する。

本発明によれば、駆動部の手動車椅子のフレームへの着脱は容易であり、しかも、駆動部は
手動車椅子の大径の後輪を回転駆動する。従って、電動車輪としての後輪が大径であるので、
移動性能を高くできる。
インターフェースは車椅子基部のフレームと連結され、リクライニング（背もたれのみ倒

れる）、ティルト（座面と背もたれを一体で倒せる）の程度に関係なく車体と連結できる。

• 従来の車椅子は後ろから介助者が操作する
ため、搭乗者の顔がみえず様子がわかりに
くく、会話も不自然となっていた。

• 本発明の車椅子電動化装置では、介助者が
横立って並走する形で操作するため、搭乗
者の様子がわかり、会話も自然となる。

コミュニケーションを容易にする車椅子電動化装置
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[本発明の実証用二次試作機]【本発明の車椅子電動化装置】

本発明に係る車椅子電動化装置は、手動車椅子の第１のフレームに着脱され、手動車椅子の第１の後輪を回
転駆動させるための第１の駆動部と、手動車椅子の第２のフレームに着脱され、手動車椅子の第２の後輪を
回転駆動させるための第２の駆動部とを具備するものである。
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